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０．はじめに

日本語教育において、格助詞の習得は初級学習者にとって困難なことの一つに

挙げられることが多い。現実に、教科書に沿って文型を学習しているときには正

しく使えても、実際の作文等では、上級者が書いたものにも誤用が見られる。多

くの場合、教師は文型の中に出てきた助詞を、あるときは動詞と共に覚えさせ、

あるときはドリルの中で置き換え練習をすることにより使い方を理解させてきた。

しかし、このように、その時々で助詞をバラバラに教えていく方法では、学生

自身はいつまでたっても助詞の全体像がつかめないし、助詞の使用に不安がある

ときも自分自身で正誤を確認することが困難である。また、全ての教師が助詞に

対する明確な知識や教える場合の基準を持っている訳ではない。従って、教師が

学習者の誤用を訂正する際にも、なぜ違うのかという根拠を与えることが難しく、

訂正することはできてもそれが再度の誤用を防ぐ手立てとはなりにくい。

目的

本稿では、日本語における格助詞研究の成果を採り入れ、格助詞についての

知識を整理した上で、格助詞に焦点を当てた教科書を試作し、学習者に格助詞

使用の基準を与え、誤用を防ぐ手立てを持った指導法を提案する。

対象

助詞の中でも日本語の構文上、要となる格助詞について特に取り上げ、多国

籍の学習者を対象としたクラス授業での指導法を想定した。

なお、ここで扱う格助詞は一般的な定義に従い、が、を、に、と、から、で、

まで、へ、の連用格助詞８種類を指す。（１）
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